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営
業
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

◆
白
河
市
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

政
務
調
査
費
の
支
給
開
始
時

期
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　

次
回
改
選
時
か
ら
は
、
４
月

１
日
に
在
職
す
る
議
員
は
４
月
か

ら
、
新
議
員
は
８
月
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

◆
白
河
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

該
当
す
る
非
常
勤
職
員
と
は
、

ど
の
よ
う
な
職
員
を
い
う
の
か
。

　
　

嘱
託
職
員
が
該
当
し
ま
す
。

◆
白
河
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　

職
員
通
勤
手
当
の
区
分
中
、

併
用
者
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

通
勤
手
段
を
利
用
す
る
の
か
。　

　
　

具
体
的
に
は
、
福
島
市
を
勤

務
地
と
す
る
者
が
、
自
宅
か
ら
最

寄
駅
ま
で
は
自
動
車
を
利
用
し
、

最
寄
駅
か
ら
福
島
駅
ま
で
は
新
幹

線
等
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

福
島
県
に
準
じ
て
改
正
す
る

と
あ
る
が
、
市
独
自
で
規
定
で
き

な
い
の
か
。　
　
　
　
　

　
　

市
に
は
、
人
事
委
員
会
が
無

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）

　
　

予
備
費
の
主
な
支
出
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　

　
　

昨
年
12
月
か
ら
本
年
３
月
ま

で
に
21
件
、
３
８
１
２
万
４
０
０

０
円
を
執
行
し
て
お
り
、
主
な
も

の
は
、
３
月
11
日
以
降
に
執
行
し

た
災
害
関
連
の
12
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　
　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
５

億
円
に
し
た
根
拠
は
何
か
。　
　

　
　

歳
入
歳
出
の
不
足
分
を
繰
入

金
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　

白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
被
災

状
況
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　

コ
ー
ス
内
道
路
の
亀
裂
・
陥

没
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
天
井
落
下

や
備
品
の
破
損
等
で
す
。
現
在
は
、

い
た
め
、
県
に
準
じ
た
取
り
扱
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
　

６
月
補
正
予
算
に
よ
り
取
り

崩
し
た
後
の
残
高
は
、
約
８
億
８

８
０
０
万
円
で
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。

　

市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
））

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
））

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
白
河
市
東
日

本
大
震
災
産
業
復
興
資
金
貸
付

基
金
条
例
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
白
河
市
災
害

弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
））

★
審
議
の
中
で
の
主
な
質
疑

　
　
　
　
　

　
　

緊
急
雇
用
の
震
災
対
応
事
業

を
活
用
し
た
農
産
物
Ｐ
Ｒ
・
販
売

促
進
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

　
　

こ
の
た
び
の
大
震
災
に
よ
り

職
を
失
っ
た
被
災
者
を
緊
急
雇
用

す
る
も
の
で
、
白
河
農
業
協
同
組

合
及
び
東
西
し
ら
か
わ
農
業
協
同

組
合
に
各
３
人
の
雇
用
を
図
り
な

が
ら
、
風
評
被
害
対
策
や
当
地
方

の
農
畜
産
物
の
安
全
安
心
の
Ｐ
Ｒ

や
販
売
促
進
の
委
託
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
風
評
被
害
一
掃
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
市
及
び
広
域
管
内

町
村
、
商
工
団
体
、
農
協
等
が
単

独
ま
た
は
連
携
し
て
首
都
圏
な
ど

で
既
に
10
回
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
　

災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

　
　

西
郷
埋
立
処
分
場
へ
、
震
災

後
約
２
ヶ
月
間
で
２
年
分
の
ご
み

が
搬
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
埋
立

可
能
容
量
を
確
保
す
る
た
め
に
同

処
分
場
で
ご
み
の
分
別
資
源
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
構
成
市

町
村
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仮

置
き
場
を
設
置
し
、
災
害
ご
み
を

分
別
資
源
化
し
た
後
、
残
渣
を
西

郷
埋
立
処
分
場
に
埋
め
立
て
し
ま

す
。

　
　

罹
災
証
明
書
に
つ
い
て

　
　

追
加
受
付
分
以
外
の
一
次
調

査
は
終
了
し
た
が
、
高
齢
者
な
ど

に
対
す
る
罹
災
証
明
書
の
申
請
や

見
舞
金
等
の
支
援
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
各

被
災
者
名
簿
等
を
検
索
・
突
合
し
、

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
各
庁
舎
に

お
い
て
も
、
総
合
的
に
行
え
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。

総務・市民産業常任委員会報告総務・市民産業常任委員会報告総務・市民産業常任委員会報告総務・市民産業常任委員会報告

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
４
号
）

総
務
常
任
委
員
会

市
民
産
業
常
任
委
員
会
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教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
　
　

合
併
協
定
に
基
づ
く
国
保
税

率
の
統
一
と
昨
年
度
引
き
上
げ
に

な
っ
た
税
率
に
つ
い
て

　
　

昨
年
度
引
き
上
げ
た
税
率
を

そ
の
前
の
税
率
に
引
き
下
げ
る
と

不
足
額
が
生
じ
る
た
め
、
昨
年
度

か
ら
不
均
一
課
税
分
を
調
整
し
て

統
一
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
白
河
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　
　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

の
特
定
財
源
の
内
訳
に
つ
い
て

　
　

国
庫
支
出
金
は
11
億
１
３
８

１
万
３
０
０
０
円
、
県
支
出
金
は

１
億
７
９
６
８
万
６
０
０
０
円
、

そ
の
他
の
交
付
金
は
７
億
891
万
９

０
０
０
円
で
す
。

◆
白
河
第
二
小
学
校
建
設
事
業

校
舎
建
設
（
第
Ⅰ
期
）
建
築
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

◆
同
校
舎
建
設
（
第
Ⅰ
期
）
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

◆
同
校
舎
建
設
（
第
Ⅰ
期
）
暖

冷
房
衛
生
設
備
請
負
契
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　
　

地
震
発
生
後
の
安
全
調
査
に

つ
い
て

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
の

強
度
調
査
及
び
足
場
の
安
全
確
認

の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
））

　
　

災
害
見
舞
金
に
つ
い
て

　
　

市
の
災
害
見
舞
金
や
災
害
弔

慰
金
と
は
別
に
愛
の
基
金
か
ら
も

見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
度

白
河
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
））

　
　

単
身
高
齢
者
等
が
れ
き
撤
去

費
用
助
成
事
業
費
の
見
込
み
件
数

と
実
績
件
数
に
つ
い
て

　
　

見
込
み
件
数
は
125
件
程
度
、

申
請
件
数
は
84
件
で
す
。

　
　

小
中
学
生
の
転
出
入
者
数
に

つ
い
て

　
　

６
月
13
日
現
在
で
、
転
入
は

小
学
生
が
52
名
、
中
学
生
が
13
名

で
、
転
出
は
小
学
生
が
18
名
、
中

学
生
が
５
名
で
す
。

　
　

東
保
健
セ
ン
タ
ー
の
被
害
状

況
と
代
替
施
設
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
ガ
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど

割
れ
て
使
用
で
き
な
い
状
態
な
の

で
、
代
替
施
設
と
し
て
東
公
民
館

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
白
河
と
表
郷
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
分
け

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　

新
図
書
館
の
開
館
時
期
は
。

　
　

７
月
の
夏
休
み
の
時
期
に
開

館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承

認
し
ま
し
た
。

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
対
応

に
あ
た
り
災
害
救
助
及
び
災
害
復

旧
を
行
う
た
め
、
緊
急
に
予
算
措

置
を
必
要
と
し
、
地
方
自
治
法
第

179
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
平
成

22
年
度
白
河
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
等
を
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

★
審
議
の
中
で
の
主
な
質
疑

　
　

今
回
の
震
災
で
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
木
造
の
混
合
の
建

築
物
で
か
な
り
被
害
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
考
慮
し
、
市
営

住
宅
の
設
計
の
際
は
、
十
分
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査

研
究
を
し
な
が
ら
最
適
の
構
造
を

目
指
し
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
６
２
５

０
万
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
４
億
１
２
７
３
万
６

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
款
別

補
正
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
分
担

金
及
び
負
担
金
150
万
円
、
繰
入
金

６
１
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

補
正
し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
簡
易

水
道
事
業
費
６
２
５
０
万
円
増
額

補
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

小
田
川
地
区
（
二
枚
橋
・
広
谷
地
）

配
水
管
布
設
事
業
に
係
る
経
費
で

す
。

　

土
木
費
に
お
い
て
、
歳
出
補
正

総
額
は
、
１
億
６
５
２
６
万
９
０

０
０
円
増
額
と
な
り
、
歳
出
予
算

総
額
は
9
億
６
８
２
４
万
４
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
被
災
住
宅
災
害

復
旧
支
援
事
業
、
被
災
住
宅
応
急

修
理
事
業
、
及
び
歴
史
と
伝
統
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど

で
す
。

　

被
災
住
宅
災
害
復
旧
支
援
事
業

は
、
災
害
救
助
法
の
対
象
と
な
ら

な
い
被
災
住
宅
の
復
旧
工
事
に
つ

い
て
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。

　

被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業
は
、

自
ら
の
資
力
で
被
災
住
宅
の
修
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
被
災
者

を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な

最
小
限
部
分
の
修
理
を
市
が
実
施

す
る
も
の
で
す
。

★
審
議
の
中
で
の
主
な
質
疑

　
　

歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
歴
史
的
風
致
形

成
建
造
物
補
助
金
に
関
し
て
、
蔵

の
被
災
状
況
と
保
全
に
つ
い
て

　
　

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の

う
ち
震
災
に
よ
り
約
50
棟
が
被
災

し
ま
し
た
。
蔵
の
保
全
は
、
修
復

等
を
所
有
者
と
調
整
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
多
く
の
蔵
が
保
全
で

き
る
よ
う
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。
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